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ないと恩ふ｡

同じ植物質のものでありながら､木棚は殆んど鼠晋を蒙らないq)に,L-ス･71に限って'1割ニ
●

曲にやられるのは.何か珊魔の謀判的 てなくてはならない｡之には種々の原因があることだらふ｡

此所で恩ひ出さ-lLるのは､蓬先口のこと､被服厚射即死倉の奈良千代子･氏から､攻の様なこと

を伺ったO『同じLス･71 でありながら､凝阿波の州進によって,拠色紙憩が連ひO曲によ

くやられ･るのと､あまりやられないのが有る』と云ふことである｡ついでに巻き加へて置くが､

『被服堺射射光骨研究室の陳列室は､全く揮いF)TTへ手が届く株に､暦物を豊富に集めてそれぞ

れ説明を賓:I--き旅へてある0品非一一度は見箪して置いてもよい桝だと恩ふ｡』

上述の如 く､操作_工程の芳法などによることも考へられるが.珊 貴経の構造によることも可

成り､重要な役目をして屠るのではなからふか-｡閥 lじ穿粉で造られたものでありながら､組純

は好きだが､蛮地は嫌ひだとか､冷歩は食べるが､醍純は好かない､など 云ゝふことは､常に
菩々の耳にする鹿であるO 同じ躯物であるから､鍬 こも此様な選り好みが有るのかも却:ILな

いoGTILス･フ｢の曲勘 こ就きては他日研究の上酢賢の機骨を酎 こいと思って屠るu L終り｢O

故 溝田耕作先生之恩出

山 田 保 治

大.7F.十三年秋の戎日のこと､常時光塵は朝鮮新羅の古墳を礎輔研究して居られ吾､3:_q単邦の

川村多寛二教授と同道で私の寛恕訪ねられ,新羅の古墳■から新んなあの麺が出七から,見てく

..れないかと言ほれて､泥にまみれた甲轟の兇鞘の破片を二､三枚示され;た｡拝見すると､樵か

に Lタマムシ1源の辺鞠であると考へられたので､其呂を申上梓ると,乳 Lソウカネ､ ソレ

ハ面白イ｣と言はれながら､とても嬉 しさふに嘲 吋と大笑さiLlこo光頗ま滅多に御笑ひたなら

ないガであるO之が御縁となって､其後時 兼々llミ(D御室へ榊邪魔させて戴いたが､あの時使如

何にも嬉しさふに御笑ひになったことはなかつナこ｡懲らくして後､破片の記載とLタマムシ1の

樹を基いて御厨け致し1･=塵､先生は大聖御喜びになって､君に何か榊機をしたいから,好きな

物を言ってくれないかとの仰せであるoいくら新退しても､御聞き入れがないので､発て先般

は轟が御上手なことを伺って居たから,丑を御願ひ致した虜,心易く御引受いた ゞき,親日か

の後､朝鮮の田舎の発色を姦かれたのを戴い1=O或日の夕方研究室へ先生を御訪ねすると′今､
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薪に電話をかけよふと成って居た磯だ､蝕 まあの基が川来たrDでねと首は涼しながら莱事な御作

品別 鋸よったoT皮基畔､太田終二郎言酎白が先生の室へ入って凍られた､すると北朝 ま､常が

剰11日H帯のLタマムシ1の蓋を見て感心し-叩 ナこね､之が捌 I叩 けごよと,和描介を受けた､
僅出目日常に麓をか ゝ淫月L吾のだが∴糾ま冊朋†の誹りこ感心して即 I.lJ/)だから､丁姥よい峠だ､

感心料崩 鋸よないかと申封 Lた､すると裁イ餌と時腰 に､よし緋はしてもら筏㌧言､と仰せられて萌

iTを之長城の下を､光/-lIと裁イIFtlu';支耶馬に跨が/)て,旅行せられた時のを逝いて戴いたo

北 里へ銅線かlりこけナこ記載と基は先!1三の論文ヨ三歳也師 等L慶州企矧家の遺物とX,最厨子1〔白

鳥博-I:違暦記念東洋那論叢〕大正十l馴三C,の中に収錬 されて屠るし｡基線野らくしてから.発生

が.乱 あrj)問題は僕には面白いと恩ふから,1棋摘細 物 の巾にも挿されることだ し､法隆寺

Ir,･鵜厨子のき)此際一･輔にして､今少し調べで陶にしてはどふかと胤ふ.僕で州凍ることは何で

も倣庶融接帰 トらふからとの,誠に有難い御親切な御言葉であった､小菅 虹rTllt美術工嚢馴 こ

腰用せられLLタマムシ1に関する研究し冊欄 l七印は.全 く北/r三の抑蔭で札束ナこのである｡

曜経て､北東は組長に就任せらる とゝ剛刺二防曲科挙研究所理事長として､私達の仕事を釈

怖して戴 くよふになった畔､私はJL､密かに.先頗 こぼ除程御縁があるのだなと,-人で審びと

感謝で一･杯であった}其先生が忽然逝去せら才汁･.､全く,感慨無塵であるO^格高雅なる先熊が､

撃静に相された功縛は極めで大きい,其健太な業横は-,k遠に北路の畢界を照すことであらふ｡

北射 離職 小二裾摘草は言ほれないガだL､従って､和言:姫の数も少ないガであったが.光Flf_め

御者輩は何つも心の底から沸脚て屠ナ二m先鞭から掛 ､た朝鮮の基と､図線熟 ､太田進伯の激は､

共に私の家の菰野として永久に保有して屠るo L終り10

細 岡 後 記

･防晶料執研究所の仕事 も順 調に進み､創北以来足掛三年L浦二年牛1な迎へることが出兼1=O

二代埋革長堵田耕作博士逝去のため､覗組長矧胡亨博士が珊串良に就任せられ,中村寄託官は

退官と期 こ防胞科串研究桝監事をも退職せらるゝ=lとになったので.其後任者鎌托笛攻番記官

は研究所庶事に親任せらる ゝこと なゝつナこO難詰第三魂のた桐奴が縁起より後れたことは諌華に

掛 し誠に中節がないO散乱 ｢ス｡フ｣の漁蝕ひ､ がガ一々で朝歯間舷になって屠るO 団栗的見 ･

地から､Lス･フ1の使)1沌 奨励せられて屠る今臥 質が弱い上に曲の被苦がひどくては､発 く

困った開腹であるoLス･71の魚蝕ひ､を如何にL,て防除するかは､即今常人に裸せられた大

きな研究給田の-つであると慮ふ｡([柑橘己)D


